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大阪大学におけるMD研究者育成プログラム 10年の成果
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背 景
我が国の医師初期研修制度の必修化や専門医制
度改革により，医学部出身の基礎医学研究者（MD
研究者）が減少傾向にあり，その結果，医学研究
のみならず医学教育におけるレベルの低下が危惧
されている［1, 2］．
我が国では，MD研究者育成のための医学教育
モデル事業としてMD-PhDコースが導入され，学
部教育課程の途中で医学系大学院博士課程に進学
し研究手法等を学ぶとともに早期に学位を取得で
きるコースとして期待されたが，応募者が限られ
十分な成果を示すことが出来なかった［1］．その
理由として，大学院進学のために医学部を一旦休
学すること，PhD取得後はMD取得のため再び学
部学生に戻らなければいけないこと，などが挙げ
られる．
これらの状況を鑑み，大阪大学ではMD研究者
育成のための新しいプログラムとして平成 21年
度より「アカデミズムを追究する学生のための大
阪大学MD研究者育成プログラム」（以下，MD
研究者育成プログラム）を導入した．本プログラ
ムの特色は，入学早期より希望する研究室に所属
し，授業と並行して放課後の時間などを利用して
研究に従事することにより，研究医としての基本
的能力を修得し，卒業後に基礎医学系大学院進学
から研究医となることを目指すものである．
図 1に平成 31年度時点における本プログラム

を示す．導入として 1年次前期に学生全員を基礎
医学系講座による研究紹介および体験実習に参加

させ，後期から希望者に対して基礎医学研究体験
を提供する．共通教育を修了する 2年次後期に本
プログラム参加者を選考し，配属する研究室を決
定して本格的な研究活動が始まる．なお，3年次の
基礎医学講座配属後にもプログラム参加者を募集
するなど，プログラム参加希望には柔軟に対応し
ている．本プログラム参加者に対しては研究手法，
論理的思考，プレゼンテーション能力やディス
カッション能力を涵養し，また積極的な学会発表
や論文発表を推奨している．また，各年度終了時
にはプログラム担当教員がプログラム参加者全員
の進捗状況を個別面談で確認して在籍名簿を更新
している．6年次 Post-CC OSCE終了後に修了発
表会を行い，指導教授からの修了判定が出た段階
で選択科目としての単位（15単位）を認定する．
卒業後は基礎医学系博士課程大学院への進学を推
奨している．なお，本学の博士課程大学院は初期
臨床研修中の大学院入学を認めていない．
平成 30年度終了時で本プログラムを開始して
10年が経過した．本研究ではこれまでの成果を検
証する．

方 法
I．卒業前の成果
本プログラムの卒業前成果指標として，年度毎
のプログラム参加者数，プログラム修了者数，学
会発表数，論文発表数を用いた．なお，プログラ
ム参加者数とは 2年次から 6年次までのプログラ
ム参加者数の合計数である．プログラム管理を目
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図 1.　MD研究者育成プログラムの全体像．MD研究者育成プログラムは医学科カリキュラムと並行して行われ
る． 

的に医学科教育センターで記録されている名簿，
学会発表・論文発表の情報より，平成 21年度から
平成 30年度までの上記指標に関する情報を抽出
した．
II．卒業後の成果
本プログラム修了者の大阪大学大学院医学系研
究科基礎医学系大学院進学状況を大阪大学の学務
情報システムで調査した．比較対象として，同医
学部医学科卒業生の同大学院進学状況を同様に調
査した．
プログラム管理を目的に令和元年 8月に行われ

た本プログラム修了者全員を対象としたアンケー
トより，卒業後成果指標として初期臨床研修中の
研究活動従事・研究成果発表の有無，基礎医学系
大学院への進学あるいは進学予定の有無の情報を
抽出した．
III．統計解析
カテゴリー変数の二群間比較にカイ二乗検定を
用いた．統計ソフトは JMP Pro 14.0.0（Statistical
Analysis Systems Inc, Cary, NC, USA）を用い，P
値 0.05未満を統計的に有意と判定した．

本研究の倫理審査は，大阪大学医学部附属病院
臨床研究倫理審査委員会による承認を受けた（課
題番号 19198）．

結 果
I．卒業前の成果
プログラム参加者数とプログラム修了者数の推
移を表 1に示す．本プログラムは平成 21年度より
1年次学生を対象として開始された．この 1期生
が 3年次に進級する平成 23年度に選考が行われ，
12名の学生が本プログラムに参加・登録され，研
究に従事した．1期生は平成 26年度で 6年次に進
級し，6名の学生がプログラムを修了した．同年度
でプログラム参加者は 2年次から 6年次まで全学
年を占めるようになり合計で 66名に達した．以
降，本プログラムは毎年修了者を輩出し，平成 30
年度までに合計 47名，年間平均 9.4名を輩出した．
本プログラムの研究成果として，学会発表数お
よび論文発表数の推移を表 1に示す．本プログラ
ム登録開始翌年の平成 23年度には初めての国内
学会発表が行われ，平成 24年度には初めての海外
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表 1.　MD研究者育成プログラムの卒業前成果

プログラム プログラム 学会発表数 論文発表数
参加者総数＊ 修了者数 国内 海外 共著 筆頭

平成 22 年度 12 －  0  0  0  0
平成 23 年度 22 －  1  0  0  0
平成 24 年度 32 － 10  1  1  0
平成 25 年度 50 －  6  1  1  0
平成 26 年度 66  6  7  3  1  1
平成 27 年度 64  8  7  2  4  2
平成 28 年度 78  8 11  2  1  2
平成 29 年度 70 12  7  3  5  2
平成 30 年度 61 13 15  1  7  3

合計 47 64 13 20 10
＊2 年次から 6年次までのプログラム参加者数

表 2.　MD研究者育成プログラムの卒業後成果

基礎医学系大学院 臨床医学系大学院
入学年度 進学数（＊） 進学数（＊）

平成 22 年度 4 48
平成 23 年度 1 57
平成 24 年度 0 61
平成 25 年度 1 64
平成 26 年度 2 51
平成 27 年度 4（0） 61（0）
平成 28 年度 0（0） 54（0）
平成 29 年度 1（0） 56（0）
平成 30 年度 3（2） 56（0）
平成 31 年度 3（1） 57（0）
＊進学数の中におけるMD研究者育成プログラム修了
者数

学会発表，初めての共著論文発表が行われた．1
期生が 6年次に進級する平成 26年度には初めて
の筆頭著者論文発表が行われた．以降各種発表は
毎年コンスタントに行われ，累計すると平成 30
年度までに国内学会発表 64件，海外学会発表 13
件，共著論文発表 20件，筆頭論文発表 10件が行
われた．
II．卒業後の成果
本学医学科卒業生の平成 22年度から平成 31年
度における臨床医学系大学院の進学数は年間平均
56.6人であるのに対して，基礎医学系大学院への
進学数は年間平均 1.9人であった（表 2）．基礎医学

系大学院に進学した 19人が選択した講座の内訳
は感染症・免疫学 7人，社会医学 6人，病理学 4
人，解剖学1人，生化学・分子生物学1人であった．
本プログラム修了生に期待される卒業後の重要
な成果である基礎医学系大学院への進学について
は，平成 26年度に卒業した 1期生が大学院進学可
能となる平成 27年度から 29年度まで本プログラ
ム修了生からの基礎医学系大学院進学はなかった
が，平成 30年度より同大学院への進学を認めるよ
うになり現在までに 3名が進学した．内訳は，1
期生 1名，2期生 1名，3期生 1名であり，いずれ
も初期臨床研修修了後の進学であった（図 2）．す
なわち，卒業後ストレートに基礎医学系大学院に
進学した者は皆無であることが判明した．
本プログラム修了者全員 47名を対象に卒業後
実態調査を行ない，37名から回答が得られた．す
でに基礎医学系大学院に進学した者および今後同
大学院に進学予定の者，すなわち「基礎医学系大
学院進学志向」ありの本プログラム修了者は各期
に平均 2.6名認めた（図 2）．基礎医学系大学院進学
志向のある者の 60％は研修プログラムとして大
阪大学プログラムを選択し，67％は研究活動に従
事し，33％は研究成果を発表した（表 3）．基礎医
学系大学院進学志向のある者はそうでない者と比
べて，初期臨床研修として大阪大学プログラムを
選択し，初期臨床研修中に研究活動に従事する傾
向を認めた．
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図2.　MD研究者育成プログラム修了者における基礎
医学系大学院進学状況．修了者全員を対象にアン
ケートを行い，基礎医学系大学院の進学有無および
進学予定有無を調査した．  

表 3.　基礎医学系大学院に進学したあるいは進学予定のMD研究
者育成プログラム修了者における初期臨床研修期間の活動性

基礎医学系大学院に進学
あるいは進学予定

あり（n＝15） なし（n＝21） P値

初期臨床研修で大阪大学
プログラムを選択（%） 9（60%） 　3（14%） 0.0041
研究活動に従事（%） 10（67%） 　6（29%） 0.023
研究成果を発表（%） 5（33%） 　3（14%） 0.18

考 察
大阪大学において平成 21年度よりMD研究者
育成プログラムを開始して 10年が経過し，現在ま
でに合計 47名，年間平均 9.4名のプログラム修了
者を輩出し，研究志向学生に対する研究プラット
フォームとしての役割を果たしている．一方，基
礎医学系大学院に進学した本プログラム修了者は
現在のところ 3名であり，一見すると少ない．し
かし，各年度で修了者の平均 2.6名は基礎医学系

大学院への進学志向を持ち，修了者の全員が卒業
後すぐに初期臨床研修を行っている．したがって，
基礎医学系大学院の進学実績を判断するには時期
尚早であり，今後の経過をしばらく見守る必要が
あると考えている．
平成 21年，清水孝雄東京大学医学部長は研究医
不足に対する思い切った投資を世論に訴え［3］，
同時期に国立大学医学部長会議常置委員会は研究
医養成のための具体的施策を要望した［4］．これ
に呼応して，文部科学省は平成 22年度より東京大
学，名古屋大学，京都大学，大阪大学で行われる
MD研究者育成プログラムを対象とした予算処置
を始めた．さらに，文部科学省は平成 24年度より
医学・医療の高度化の基盤を担う基礎研究医の養
成としてさらに 10大学に対する予算処置を行っ
た．本学ではこの予算処置によりプログラム専任
教員を雇用して登録学生の管理，定期的な学生発
表の運営を行っている．さらに，同予算処置によ
り 4大学合同のリトリートが定期的に実施され，
大学間の情報共有が行われている．安定した修了
者を輩出する背景にこの予算処置は欠かせず，今
後も経済的支援が必要である．
本プログラムを円滑に遂行するうえで，本プロ
グラムが研究室に与える影響への配慮は欠かせな
い．本プログラムを開始して 4年が経過した平成
25年に指導教員 18名を対象にアンケートを行っ
た（未発表データ）．研究室への負担に関しては，
「増えた」との回答は 2名（11％）のみで，「変わ
らない」（15名，83％）あるいは「減った」（1名，
5.5％）との回答が多数であった．研究室の生産性
に関しては，「向上した」との回答が 11名（61％），
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「変わらない」との回答が 7名（39％）であった．
研究室の雰囲気に関しては，「好転した」との回答
が 12名（67％），「変わらない」との回答が 6名
（33％）であった．すなわち，本プログラムにおけ
る学生の研究室参加は，研究室を活性化させる作
用をもたらすようである．かつて，臨床医学系教
室の大学院生が基礎医学系教室に多数派遣され研
究に従事していたが，大学院重点化により派遣さ
れる大学院生は激減した．本プログラムにより基
礎医学系教室に参加する学生はかつて臨床医学系
教室から基礎医学系教室に派遣された大学院生と
同じような役割を果たしているのかもしれない．
卒業前は潤沢な支援体制が設置されているのに
対して，卒業後は特に支援が行われていない．こ
の研究では本プログラム修了者の卒後動向を調査
することで必要とされる支援を探った．この研究
により，本プログラム修了者で基礎医学系大学院
進学志向のある者はそうでない者と比べて，初期
臨床研修として大阪大学プログラムを選択し，初
期臨床研修期間中に研究活動に従事する傾向を有
することが明らかになった．卒業前に行っていた
研究を卒業後も継続しているものと思われる．初
期臨床研修期間での研究を推進するため，本学で
は本プログラム修了者を対象として初期臨床研修
と並行した大学院進学を導入する予定である．一
方，臨床研修の時間と研究活動の時間の仕分けが
課題として残る．医師の働き方の改革内容が平成
31年にまとまり，労働時間管理の適正化が求めら
れた［5］．研修の勤務時間終了後に研究活動を行っ
た場合，研究活動を時間外労働とみなされる可能
性がある．初期臨床研修に関する省令の一部改正
が平成 31年 3月 29日に行われ，初期臨床研修期
間において，同時期の大学院入学および選択研修
期間での 16週以上 24週未満の研究活動を認める
基礎研究医プログラムが令和 3年 4月より施行さ
れる予定となった［6］．これによりMD研究者の
育成がさらに活性化されることを期待したい．
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「教育のページ」は学部学生，大学院生，ポスドク，教員などを対象に，生理学教育に関する取り
組みや意見を紹介することを目的としています．原稿はWeb（日本生理学会ホームページ）上にも
掲載されます．皆様のご投稿をお待ちしています．投稿規程は http://physiology.jp/magazine/
contribution_rule/をご参照ください．

ＫｙｏｒｉｎＷＰＳ／５２７００－６９９７／ｎｓｇ０１－０３／ｋｙ８７７９８２６９９７１００３０１７０
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